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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＴＴＩ（送信時間間隔）バンドリン
グ伝送を管理する方法であって、
　複数の送信予定パケットを生成する段階と、
　変動時間間隔に対応するタイミングを選び、前記複数の送信予定パケットの各送信予定
パケットを前記無線通信システムのネットワークに順次連続して送信する段階と、を含む
、ＴＴＩバンドリング伝送の管理方法。
【請求項２】
　前記複数の送信予定パケットの各送信予定パケットを前記無線通信システムのネットワ
ークに順次連続して送信する段階は、
　前記複数の送信予定パケットの各送信予定パケットに基づいて、各送信予定パケットに
対応する複数の送信予定サブパケットを生成する段階と、
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットを前記ネットワークに
送信する段階と、を含む、請求項１に記載のＴＴＩバンドリング伝送の管理方法。
【請求項３】
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットは内容が同じである、
請求項２に記載のＴＴＩバンドリング伝送の管理方法。
【請求項４】
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットは内容が異なる、請求
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項２に記載のＴＴＩバンドリング伝送の管理方法。
【請求項５】
　前記無線通信システムはＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）移動通信
システムである、請求項１から４の何れかに記載のＴＴＩバンドリング伝送の管理方法。
【請求項６】
　無線通信システムのＵＥにおいてＴＴＩバンドリング伝送を管理するための通信装置で
あって、
　プログラムを実行するＣＰＵ（中央処理装置）と、
　前記ＣＰＵに結合され、前記プログラムを記録する記憶装置と、を含み、前記プログラ
ムは、
　複数の送信予定パケットを生成するコードと、
　変動時間間隔に対応するタイミングを選び、前記複数の送信予定パケットの各送信予定
パケットを前記無線通信システムのネットワークに順次連続して送信するコードと、を含
む、通信装置。
【請求項７】
　前記複数の送信予定パケットの各送信予定パケットを前記無線通信システムのネットワ
ークに順次連続して送信するコードは、
　前記複数の送信予定パケットの各送信予定パケットに基づいて、各送信予定パケットに
対応する複数の送信予定サブパケットを生成するコードと、
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットを前記ネットワークに
送信するコードと、を含む、請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットは内容が同じである、
請求項７に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記各送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットは内容が異なる、請求
項７に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記無線通信システムはＬＴＥ移動通信システムである、請求項６から９の何れかに記
載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＴＴＩ（送信時間間隔）バンドリング伝送を管理する方法及び通信装置に関し
、特に２種類の伝送方式でＴＴＩバンドリング伝送を実行する方法及び通信装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）無線通信システムは、第三世代移
動通信システム（例えばＵＭＴＳ（汎用移動通信システム））をもとに確立されたアドバ
ンスド高速無線通信システムである。ＬＴＥ無線通信システムはパケット交換のみサポー
トし、そのＲＬＣ通信プロトコル層とＭＡＣ通信プロトコル層は基地局（ノードＢ）とＲ
ＮＣ（無線ネットワークコントローラ）に別々に設けなくてもよく、同一の通信ネットワ
ークエンティティー（例えば基地局（ノードＢ））に統合できるので、システム構造が比
較的に簡単である。
【０００３】
　ＬＴＥ無線通信システムについて、アップリンク伝送のカバー範囲を改善するために、
先行技術ではＴＴＩバンドリング技術を導入した。ＴＴＩバンドリング技術とは同じパケ
ットを所定回数送信し、このように重複送信するパケットをバンドルとみなす技術をいう
。ＴＴＩバンドリング技術は、セル境界にあるＵＥ（ユーザー端末）の伝送遅延を改善し
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て制御チャネルのシグナリングを減らし、データ伝送の信頼性と正確性を向上させ、アッ
プリンク伝送のカバー範囲を改善することができる。
しかし、ＴＴＩバンドリング技術について、先行技術では関連の伝送モードを開示してい
ないので、伝送遅延ないし無線リソースの浪費になりかねない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の主な目的は、無線通信システムにおいてＴＴＩバンドリング伝送を管理する方
法及び通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明では、無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＴＴＩ（送信時間間隔
）バンドリング伝送を管理する方法を開示する。当該方法は、複数の送信予定パケットを
生成する段階と、固定時間間隔または変動時間間隔を選び、複数の送信予定パケットの各
送信予定パケットを無線通信システムのネットワークに重複送信する段階とを含む。
【０００６】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＴＴＩバンドリング伝送を管理する
ための通信装置を開示する。当該通信装置は、プログラムを実行するＣＰＵ（中央処理装
置）と、ＣＰＵに結合され、プログラムを記録する記憶装置とを含む。プログラムは、複
数の送信予定パケットを生成する段階と、固定時間間隔または変動時間間隔を選び、複数
の送信予定パケットの各送信予定パケットを無線通信システムのネットワークに重複送信
する段階とを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】無線通信システムを表す説明図である。
【図２】無線通信装置のブロック図である。
【図３】図２に示すプログラムを表す説明図である。
【図４】本発明による方法のフローチャートである。
【図５】本発明による固定時間間隔でＴＴＩバンドリング機能を実行する実施例を表す説
明図である。
【図６】本発明による変動時間間隔でＴＴＩバンドリング機能を実行する実施例を表す説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　かかる方法及び装置の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照にして
以下に説明する。
【０００９】
　図１を参照する。図１は無線通信システム１０００を表す説明図である。無線通信シス
テム１０００は望ましくはＬＴＥシステムであり、概してネットワークと複数のＵＥ（ユ
ーザー端末）を含む。図１に示すネットワークとＵＥは無線通信システム１０００の構造
を説明するために用いるに過ぎない。実際、ネットワークは要求に応じて複数の基地局、
ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラー）を含みうる。ＵＥは携帯電話、コンピュータ
システムなどの装置である。
【００１０】
　図２を参照する。図２は無線通信装置１００のブロック図である。無線通信装置１００
は図１に示すＵＥを実施するために用いられる。説明を簡素化するため、図２では無線通
信装置１００の入力装置１０２、出力装置１０４、制御回路１０６、ＣＰＵ（中央処理装
置）１０８、記憶装置１１０、プログラム１１２及びトランシーバー１１４のみ示してい
る。無線通信装置１００では、制御回路１０６はＣＰＵ１０８を用いて記憶装置１１０に
記録されたプログラム１１２を実行し、無線通信装置１００の動作を制御し、入力装置１
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０２（例えばキーボード）でユーザーが入力した信号を受信し、出力装置１０４（スクリ
ーン、スピーカーなど）で映像、音声などの信号を出力する。無線信号を受発信するトラ
ンシーバー１１４は受信した信号を制御回路１０６に送信し、または制御回路１０６によ
る信号を無線で出力する。言い換えれば、通信プロトコルに当てはめれば、トランシーバ
ー１１４は第一層の一部とみなされ、制御回路１０６は第二層と第三層の機能を実施する
。
【００１１】
　図３を参照する。図３は図２に示すプログラム１１２を表す説明図である。プログラム
１１２はアプリケーション層２００と、第三層インターフェイス２０２と、第二層インタ
ーフェイス２０６とを含み、第一層インターフェイス２１８に接続されている。第三層イ
ンターフェイス２０２はＲＲＣ（無線リソース制御）を実施する。第二層インターフェイ
ス２０６はＲＬＣ（無線リンク制御）層インターフェイスとＭＡＣ（媒体アクセス制御）
層インターフェイスを含み、リンク制御を実施する。第一層インターフェイス２１８は物
理接続を実施する。
【００１２】
　ＬＴＥ無線通信システムにおいて、第二層インターフェイス２０６のＭＡＣ層はＴＴＩ
バンドリング機能を実行し、データ伝送の信頼性と正確性を向上させ、アップリンク伝送
のカバー範囲を改善する。それに鑑みて、ＵＥでＴＴＩバンドリング機能を実行するとき
、本発明の実施例はＴＴＩバンドリング管理プログラム２２０を提供し、ＴＴＩバンドリ
ングの伝送を管理する。
【００１３】
　図４を参照する。図４は本発明による方法４０のフローチャートである。下記方法４０
は無線通信システム１０００のＵＥでＴＴＩバンドリング伝送を管理するために用いられ
、ＴＴＩバンドリング管理プログラム２２０としてコンパイルすることができる。
【００１４】
　ステップ４００：開始。
　ステップ４０２：複数の送信予定パケットを生成する。
　ステップ４０４：固定時間間隔または変動時間間隔を選び、前記複数の送信予定パケッ
トの各送信予定パケットを無線通信システムのネットワークに重複送信する。
　ステップ４０６：終了。
【００１５】
　以上のように、ＴＴＩバンドリング伝送の実行時、本発明の実施例では固定時間間隔ま
たは変動時間間隔を選び、前記複数の送信予定パケットの各送信予定パケットを無線通信
システムのネットワークに重複送信する。簡単に言えば、本発明の実施例では、ＵＥは固
定時間間隔または変動時間間隔という伝送方式を選んで、各送信予定パケットを送信する
。
詳しくいえば、ＵＥはまず、送信予定パケットに対応する複数の送信予定サブパケットを
生成する。各送信予定サブパケットの内容は送信予定パケットの内容と同じか、または符
号化などの動作の影響でわずかに異なっている。もっとも、これらのサブパケットを復号
すれば、その内容は送信予定パケットと実質的に同じである。その後、ＵＥはすべての送
信予定パケットについて固定時間間隔または変動時間間隔を選び、各送信予定パケットを
重複送信する。つまり、すべて送信予定パケットの送信予定サブパケットをネットワーク
に送信する。以下に図５と図６を用いて、固定時間間隔と変動時間間隔でＴＴＩバンドリ
ング機能を実行する動作方法を説明する。
【００１６】
　図５では、ＴＴＩの長さをＴとし、送信予定パケットをＰ１、Ｐ２、Ｐ３とし、各バン
ドルが２つのパケットからなり、すなわち各送信予定パケットを２回送信するとすれば、
まず、ＵＥは送信予定パケットＰ１、Ｐ２、Ｐ３を送信予定サブパケットＰ１＿１、Ｐ１
＿２、Ｐ２＿１、Ｐ２＿２、Ｐ３＿１、Ｐ３＿２に順次変換する。各送信予定サブパケッ
トは対応する送信予定パケットと同じか、またはわずかに異なる。その後、ＵＥは各送信
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予定パケットの送信予定サブパケットを継続的に出力する。すなわち、時点２Ｔに送信予
定サブパケットＰ１＿１、Ｐ１＿２を全部出力した後、ＵＥは送信予定サブパケットＰ２
＿１、Ｐ２＿２を出力する。言い換えれば、図５を例に挙げると、ＵＥは２ＴＴＩごと（
０～２Ｔ、２Ｔ～４Ｔ…）に１本のバンドルを送信する。すなわち、固定時間間隔は各送
信パケットの送信回数に対応している。この場合、伝送遅延またはパケット紛失により送
信予定パケットを継続的に重複送信できなければ、ＵＥは一定した時間間隔が経った後に
対応するパケットを出力する。例えば、時点４Ｔ～５Ｔの間に送信予定パケットＰ３に対
応する送信予定サブパケットＰ３＿１、Ｐ３＿２を出力できない場合、ＵＥは次の固定時
間間隔になってから、すなわち時点６Ｔ～７Ｔの間に送信予定パケットＰ３の重複送信を
再開する。
【００１７】
　それに比べて、図６に示すＵＥは変動時間間隔で送信予定パケットＰ１、Ｐ２、Ｐ３を
重複送信する（すなわち送信予定サブパケットＰ１＿１、Ｐ１＿２、Ｐ２＿１、Ｐ２＿２
、Ｐ３＿１、Ｐ３＿２を出力する）。したがって、時点２Ｔ～３Ｔの間に送信予定パケッ
トＰ２に対応する送信予定サブパケットＰ２＿１、Ｐ２＿２を出力できない場合、ＵＥは
次の時間間隔（時点３Ｔ～４Ｔの間）に送信予定サブパケットＰ２＿１、Ｐ２＿２を出力
する。同じく、送信予定パケットＰ３が送信予定パケットＰ２に次いで生成されるもので
はなく、すなわち両者の間に時間間隔が介在した場合、ＵＥは送信予定パケットＰ３の生
成後に、送信予定パケットＰ３に対応する送信予定サブパケットＰ３＿１、Ｐ３＿２を直
ちに出力する。
【００１８】
　注意すべきは、図５と図６では２回の重複送信を例にして、固定時間間隔と変動時間間
隔の相違点を説明したが、実作ではパケット重複送信の回数、すなわち１本のバンドルに
含まれるパケット数は、必ずしも２ではなく他の値も可能である。
【００１９】
　また、本発明の実施例による固定時間間隔方式は変動時間間隔方式の特例とみなすこと
ができる。もっとも、これは当業者により変更することができる。
【００２０】
　まとめて言えば、ＴＴＩバンドリング伝送を行う場合、本発明の実施例では固定時間間
隔または変動時間間隔を選び、各送信予定パケットをネットワークに重複送信する。
【００２１】
　以上は本発明に好ましい実施例であって、本発明の実施の範囲を限定するものではない
。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、本発明の精神の下においてな
され、本発明に対して均等の効果を有するものは、いずれも本発明の特許請求の範囲に属
するものとする。
【符号の説明】
【００２２】
１００　無線通信装置
１０２　入力装置
１０４　出力装置
１０６　制御回路
１０８　ＣＰＵ
１１０　記憶装置
１１２　プログラム
１１４　トランシーバー
２００　アプリケーション層
２０２　第三層インターフェイス
２０６　第二層インターフェイス
２１８　第一層インターフェイス
２２０　ＴＴＩバンドリング管理プログラム
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１０００　無線通信システム

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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